
１． 現計画の点検に係る考え方

２． 現計画の基本方針と点検結果のまとめ（概要）

1　ごみを減らす仕組み
づくりの推進

2　家庭系ごみの分別拡充
と有料化の推進

3　事業系ごみの排出抑制と
資源化の推進

4　違反ごみ対策と
不法投棄対策の拡充

5　収集・処理体制の整備

①情報の共有化
②市民・事業者・市の協働した体
制づくり
③意識啓発・環境教育の推進
④協働による３R運動の推進

①「10種13分別」による資源化の推進
②資源物の多様な排出機会の確保
③家庭系ごみ有料化の実施
④制度定着に向けた取り組みの推進

①排出抑制・リサイクルの推進
②自己処理責任の強化

①ごみ集積場における違反ごみ
対策
②不法投棄などへの対策
③ぽい捨て等防止条例の制定

①効率的な収集運搬体制の構築
②効率的な適正処理・処分の実施
③焼却施設の整備
④最終処分場の整備
⑤長期的な処理体制の検討
⑥災害時のごみ処理対策

・各施策を概ね実施し，それぞれ一定の
効果が表れた。
・全体として、ごみを減らす仕組みづくり
が推進されたと評価。

・三者の緊密な連携、情報交換が行える
体制の整備
・環境教育の充実、対象の拡大
・電動生ごみ処理機の補助実績低迷

・平成20年6月からの新ごみ減量
制度移行により、基本方針2に基づ
く取り組みはほとんど達成。
・数値目標の達成に大きく寄与。

・古紙分別の不徹底
・巻広域全域でのプラ容器包装の
分別収集の推進

【自己処理責任の強化】計画通り達
成。
【排出抑制・リサイクルの推進】一定
の取組を実施したものの、効果が限
定的。

・事業系ごみの減少率が低い
・資源物の混入（古紙・びん・缶・ペッ
ト）
・食品廃棄物の資源化
・事業者への情報提供

【違反ごみ対策】計画通り実施し、戸
建住宅地域における違反ごみは減
少。
【不法投棄対策】強化の結果、家電
不法投棄件数の減少が見られるが、
全体が把握できていない。

・共同住宅のごみステーションでの違
反ごみの状況が改善しない
・資源ごみ持ち去りの横行
・不法投棄の情報収集・全体把握

・収集運搬体制の効率化や施設整備な
どは計画通り実施出来ている。
・長期的な処理体制について、今後本格
的な検討が必要。
・災害時のごみ処理対策については現時
点では不十分。

・ごみ量減少による焼却施設稼働率の低
下
・激甚災害に備えた事前の体制整備

基本理念：市民・事業者・市の協働のもと、ともにつくる環境先進都市
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現行　一般廃棄物処理基本計画　５つの基本方針

評価 評価 評価 評価 評価

課題課題

課題

課題

課題

　平成19年度に策定した新潟市一般廃棄物処理基本計画（以下「現計画」という。）の見直しにあたり、現計画の基本方針に基づく施策の実施
状況を整理し、これに対する評価を行った後、課題を抽出することにより、次期計画における基本方針の方向性を定める。
　点検は、基本方針にぶら下がる基本施策（又は個別施策）単位でこれまで実施した取り組みを整理し、この取り組みによりどのような効果が
発現したか、また、実施した結果課題として残ったものは何かを抽出し、次の基準で評価した。
　なお、評価については資料５別紙１～５において基本計画に基づく施策ごとに記載している。
○：計画通り実施し効果が発現
△：計画通り実施（一部実施を含む）したが効果が不十分
×：計画通り実施できず効果が低い又は不明

資料５

基本施策 基本施策 基本施策 基本施策 基本施策

次期計画での重点課題

①家庭系ごみのさらなる減量 ②事業系ごみの減量 ③ごみ量の減少に伴う，効率的な処理体制の確立
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